
防火服の改良について (第 1報)

1.はじめに

現用のI')j火JIfW:.h否;政ポ ')アミ ド繊維を生地

として.その表面にアルミニウムイ0t末入り合成コ

ムをコーテイングしたものをHli.t也として用いてい

るO 日17!'，性，飢jrfl;品1'11えひ|功水F門なとはあるf'i.，立

よい以山，月hl.t也白イ本に油公性がなくなっている。

このため，消防Ji11ゅなどによゥて生じた汗泣び

f九 ~\~とは.わきの下の泊河口枚び 1止まわりむど

のわすかなI;flll部をとおしてのみ発散できず.休

力を著 しく消耗している。また，柔軟性に乏しい

凶iもあり. 市くて， ごわこわしており うむ装性，機

能性といった/:1かりも改Hの余地ヵ、ある Lのと忠

われる。以上のことから. 1坊火版の改良に取り組

んでいるわけであるが，作能，){験なとについて今

後検μlを必安とする /1もあり，今I"J:.ttAitュJJlの制

介にとどめる。

2. 目 的

|耐熱性.熱辿過 '1'1:/止び|切水 I~t などの刊能につい

ては現用のものと比I絞して . .;&.しく劣化させるこ

となく司通気性や機能性を向上させることを目的

とする。

3.試作品について

体内で発生し た熱は. ヰ として身体の表向から

l白身t.対抗uえひjι散などによ勺て外出i;へ政散され
るむしたカ、ゥて，これらカピ1'1iill二11なわtLるよう

なHIl.t也を用いたり.t;l';:j主とすれ;よよいわけである

が. I，}j火服の使用以涜や目的を考えると当然のこ

となから制約があ るa たとえば，一般の衣服ごあ

れば.土ド仰にしたり. Ilfl 僚にしたリしてf県出在日を

多くすれば比較11ワ簡単に改普できる。しかし防火

山の場介は， 1泳Hの{来泌を号えれば，あるf'，'J!lilJll 

~" J をうけ.然気力、 Itq 古r\1ニニ L り坊〈去る 。 J見!日の

事公 ul十fE1

小林秀 i変*

大山総之*

IIIH也は.全<j自主dtがなく.不足凶作のもので.

熱気亡汗に よる水分などは.I1IH也をとおしての

挽主，¥J)えび放出ができなL、。したカ、 って.現用の月1;1

I也を用いる場合は.形状及び構成主どの 1-夫によ

ヮて快主(['1を補うことカ、必要になってくる。この

ためには通公しlをl泣けたり. 1:[lli日li.r..-設けるなと

の方法によることにもる。

( 55 ) 

一方. 通気|笠. J透歪d1i山1

《多〈の附 L~ 自品ß ;令を "没立けた}り) しないでi岨岨主気d官性l'凶イ世l(のη改i斤』存干カが

できることになる。しかし，単にi1:lI気性は1~ Jられ

ても F.zL(II防水性が:[i;くむる。したがって，防水性

及び削熱11なとを 15-J台、よれば. H~ .t也の f!j さ. コム

コーテインクのhiJ、なとも含めて. Ilhl地のIJIJ工;J

J去を工夫して 目的とする i山主γItや機能性を得るよ

うにしなけtLI正ならない。

以」のことを巧l色、 して.試験用として 4HJiiの

防火Jlhlをぷ作した。

(1) 関口部を設けたもの(写真 1) 

特別にかわソた形状ではなし 一般にもみられ

るもので.土見用のJIIJ.t也を用いてず(. IIi'u gliにIHILJ 111¥ 

を;止けたものである。

背反ひ )Jí~f主きの|人J;;1;は， ノ yシュ布を用いて

あり， またわき下のi血気口は. 511司設けて.mJ口
官1¥分を多くとり牧勾をし効くしたものである JιR

lilt立、約1.8kgである。

(2) ゴムコーテイングを薄くしたもの(写真2) 

生地にコ ティング1 るコムを~見川のものよ

り((Iiくして. コム庁d力、微中111なイしを持つようにして

コーテインク{去の服地カ、j凶気性を持つ ようにした

しのである。した泊、って，特に多くの間口古1¥をえ;t

けるこ とはせす.わ き1、グ)油公口 511.11をぷけたと

けである。コ テインクをえ与くしたことにより IlJj

火Rfl:[rj山立約1.2kgとな勺た。

(3) 二重にしたもの(写真 3) 

|山火山を 外;永と |人l衣の二IFにし たものであ る。
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写真 1 (開口部を設けたもの)

写真2 (ゴムコーティングを薄くしたもの)

外衣は，生地のまま で使用 して， IJ何あて背あてを

つけ てある。 F~l衣は iiれ 、 ナイロ ン 地に コム コ

ティ /クして防水性を巧I師、している。I人1:1¥と外衣

はファスナー止めになっているのて'着脱て♂きる。

内衣を取 りはずして用いれば通久性はあるが防水

性がなくな り. 内;{¥を取り つけて用いれば防水性

は向上するが， 通気性は劣って くる。したがって，

必要に応 じてフi"i1悦し.機能を使いわけようにする

ものである。内・外;{<.あわせて亙訟は約 1.6 kgで

ある。

(4) 三層服地にしたもの(写真 4) 

( 'i(j) 

生地 (芳香族ポリア iド繊維)のrlijに多くの六

のある合jAt:付加をはさ みニんで， 三層になっ た服

地と Lたもので，これによリ 防水性， )自伝性/止び

i~i_fJl性を [iiJ ~寺に Ít~l 足 さ せ よ うと したも ので あ る 。

~fl. ;止は約1.6kgである。

以上が試作した|坊火服4都知の概要であるが.

全体のIf;，I大j官1¥のIJ旬あて，背あてな どは慨ね同 じ

t位造にしてある。また，1史朗している繊維の組Hi
も， (3)の内衣を除き.すべて万百;.litiポリアミ ド繊

維である。



写真 3 (二重にしたもの)

写真4 (三層服地にしたもの)

4.今後の課題

I;}j火山に要:1とされるけ:能の'1-'にはれIIiする しの

がある た とえばI:}j水性とit!J気刊のょっ に.1111地

に，~Ij IjのttrtEを渦}{いくように持たせる こと :立てよ

かなか燥しl'，このよ うに.ーんのrtて能をlill上 さ
せる ことによ〆Jて.I也の性能力、円しく劣化 しない

ようにし なl十iLi;fな H なし、。したカぐって. コム コ

ーテ イ/グを iiljくしたも の J!Lひr:flu百liを多く と

勺た ものな どの性能会(ヒを. 4 Hの"式作品 と王IViJ

の もの とて¥た とえ:;fj凶気 (険 以 )性能試験主

どの試験についての比較実験し、それぞれの性能

を-tt-tJせする。そして目 的 とする刊能を持 ゥたi泣も

必し た|切火IHl.の改良を1，う-(-'，.とであ る。
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